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Pl−382　反復体外受精不 成功例 に 対す る 自己 リ ン パ 球子宮内 注入 の 有効牲 につ い て

徐 ク リニ ッ ク不 妊 セ ン タ
ー

徐　東舜

倡 的〉反復体外受精不成功例の 原囲として 着床障害が 考え られ．近年着床 に 免疫 細 胞 の 関与が 示唆 され て い る．そ こ で 今回

我 々 は，体外受精 の 不成功 例 に胚移植 の 前に 自己 リ ンパ 球を子宮内へ 注入 し，着床率の 向、ヒに 有効 か ど うか検討 した．（対象）

2005年 8月か ら 2006年 4 月の 期間で ，事前 の 胚移植で 妊娠 に至 らなか っ た症例の 中で イ ン フ ォ
ー

ム ドコ ン セ ン トが得 られ

た 46症 例 （平 均既 往移植 回 数 3．0 回，平均年齢 37．6 歳）に 61周期 実 施 した．（方法）採卵後 2E 目に患者か ら血液 20ml採取

し，Lymphoprep　Tube で血液か らリ ンパ 球を分離 し生食で 3回洗浄後，　 O．3ml子宮腔内に注入した．注入 した リン パ 球数は

2000万 か ら 5000万で あっ た．さ らに ，そ の 2 日緩 （採卵 4 日後）に 子宮 内に胚 移植 を し た．（成績）61周期 に 移植を実葹 し，
21周期の 臨床妊娠 （周期当たり344％），合計 137個を移植 し 28個 の 着床 を み た （胚 1個 当た りの 着床率 20．8％）．（結論）胚

移植前 の 自己 リ ン パ 球子宮内注 入 は，反 復体外受精不 成 功 例 に 有効で あ る 可 能樵 が 示唆され た．

Pi−383　不妊症患者の 抗リ ン 脂質抗体出現頻度
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【目的】最 近 不育症の 原 因 として 凝固 第 XII因子 の 欠乏症 と 自己免疫異常特 に抗 リ ン脂質抗体 が約 20％ 程 度に関与して い る

と言われて い る．不育症患者 に お い て抗血 栓療法と しての 低用 景 ア ス ピ リ ン 療法 とヘ パ リ ン療法 の 併用療法 の 有効性 に つ き

報告して きた．すなわ ち凝圃第 XII因子欠乏 症，あ る い は抗 フ ォ ス フ ァ チ ジール エ タノール ア ミ ン抗体 （aPE 抗体）陽性患

者に対 して
・
卜分な イ ン フ ォ

ーム ドコ ン セ ン トの．h，妊娠判定直後 よ り低用量 ア ス ピ リ ン 療 法 （バ フ ァ リ ン 　81mg／
’day）とヘ

パ リ ン 療法（カ プ ロ シ ン　5000単位皮 下注 12時間毎）をお こ な っ た，低用量 アス ピ リン療法 とヘ パ リ ン療法 の 併用療法 の 効

果が 7割程度と，比較的高 い と考えられ た．最近 ART の 患者 に対 して ス ク リーエ ン グ 的 に 抗 リ ン脂質抗体を測 定す る 施設が

散見 され るが，その 意義 につ い て 検証 した．【方法】2005年 6月か ら 1年間に イ ン フ ォ
ーム ドコ ン セ ン トの 上，凝 固 XI工因子，

aPE 抗体，抗カ ル ジ オ リピ ン β2GPI抗体とルーブス ア ン チ コ ア グ ラ ン トの 測定 を施行 した．【成 績】XII 飃子欠 乏 症 は不妊 症

群 で 25．8％ （8f31）不育症 患 者 42”％ （12／28）で あっ た aPE 抗体の 陽性率 は不妊症群で 10．3％ （4／39＞不育症患者 19，1％

（9，f47）で あ っ た．抗 カ ル ジオリビ ン β2GPI 抗体 とル ープ ス ア ン チ コ ア グ ラ ン トは両群で検出 され な か っ た．【結論】不妊症 の

中 に も XII矚子 欠乏症 とaPE 抗体陽性例 が 若
：F存在 した．こ れ らの 患 考 は OHSS の 兆 候 が あ る 際 は 可能 な 限 りの 回避策をと

り，OHSS 症状 の 消失す る ま では，抗凝 固療法を続 け る べ きで あろ う．そ れ 以 外の 場合は 現時点で 抗凝 固療法を可 とす るエ ビ

デ ン ス は 乏 しい ，

PG−384　胚盤胞形態評価 と周産期予後 との 関係
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組 約】妊娠の 成 立，維持 に は 胎児側 の 絨毛 細胞 と緑体側 の 税落 膜の 相 互作 用 が 大切で ある．胚盤胞 の 栄養外胚葉 （TE ＞は絨

毛細胞 に分化 し胎盤 に なる．移植時の胚盤胞形態評価が，妊娠成立後の 妊娠合併症，出生 児の 状態 と関連する か検討 した．【方
法12eO4年 6 月か ら 2005年 11月 に単

一
胚盤胞移植を行っ た 178周期 の うち，分娩 まで 経過 を 追え た 52症 例 に つ い て TE

及 び内細胞塊（ICM ）との 関連を 検討 した．　TE 評緬は細 胞の 均
一

性を指 標 と し，　 a ： 全 周 に わ た ’
） て 細胞形態 が 均

一，　b ：50％

以 上 が 均
一，c ：50％ 以 上 が 不均

一・，の 3 段階で 評価した．　ICM 評価は，ガードナー分類 に基づ き A，　 B，　 C の 3段階とした．

【成績】男児 27例．女児 25例 で 出生児 体重 は 3150g± 318g，3e31g± 354gで あっ た．　 TE 評価嬲で は，平均値 a 群 3171± 277
gb 群 2982土 283gc 群 3118± 505g で ，　 a，　 b 群問で 有意な差を認めた （pく0．02）．　 ICM 評価 で は，平均値 A 　eW　3154　±　33．　6g
B 群 3029± 332gC 群 2810 ± 251gで ，　 A ，　 C群問で 有意差 を認め た （p く 0、03）．出生時身長，在胎週数との 間に 有意差 は認 め

られ なか っ た．妊 娠合併 症 の 発 生頻度の 問 に 傾向は認 め られなか o たが，緊急帝王 切開率 は，TE の 評価 が低 い c 群 で 70％
と最も高 か っ た，【結論】胚盤 胞評価 と出生 時体重 に関連 が 認 め られ た．妊娠合併症 との 関連 は確認 で きなか っ たが，TE 評価

が 低 い 胚盤胞で 妊娠 した 群で ，緊急帝王切開率が 高い こ とは興 吠深い 結果 で あっ た。胚盤胞の TE が胎盤 に 分化す る こ と か

ら，移植時の 胚盤胞評価が その 後の 妊娠 分娩の 経過 に 影響する こ とは ト分考えられ る．今囿の 結果は発生初期の 胚 の状態

が その 後 の 胎児発 育，分 娩 の 経過 に 関 わ る こ とを示 す所見 と思 わ れ た．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


